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令和７年第１０回（１０月定例）教育委員会 

 

１ 日 時  令和７年１０月２０日（月） 

１６時００分～１７時０５分 

 

２ 場 所  諫早市役所 ７階 会議室７－１ 

 

３ 出席者  教育長  石部 邦昭 

       委 員  原田 裕介 

       委 員  山口 秀雄 

       委 員  中野 高子 

委 員  小野 靖彦 

 

４ 会議に出席した事務職員  

       教育次長      石橋 芳秋 

教育総務課長    池  政信 

学校改革推進室長  青木 信高 

学校教育課長    山口  隆 

生涯学習課長補佐  藤山隆一郎 

 

５ 議 題 

  議案第１２号  令和７年度諫早市教育委員会表彰受賞者の決定に

ついて 
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１６時００分開会 

 

議事録署名人の指名 

 

 原田委員と小野委員を議事録署名人に指名  

 

 

議事の非公開 

 

 議案第１２号は人事案件であるため非公開  

 

 

 

議事録の承認 

 

令和７年第９回（９月定例）教育委員会の議事録について  

質問・意見なし 

原案どおり可決 

 

 

教育長の報告の要旨 

 

《教育長の報告》 

  今年度のテーマは「挑戦と創造」、「明るく 楽しく  面白く」で

す。 

まず、「豊かな人間教育」ですが、一番大事なことなので教育委

員会全体で、もちろん学校においても趣旨が浸透するよう図ってい

きたい。 

学校においては、「人格を磨けば、学力も伸びる」、私は生涯ずっ

とこのフレーズを使っているが、やっぱり人格の完成と学力という

のは、私が経験した中で比例している。正比例とまでは言わないが、

比例している率が高いとしてそのように進めている。 

特に大事なところは感謝の気持ちです。「感謝」「ありがとうござ

います」「お世話になります」「おかげさまで」、人から親切や施し
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を受けたらすぐ謝意を伝えることです。 

優しい気遣い、この気遣いも非常に大事なことで、相手の心を慮

る、察知する心を「惻隠の情」「利他の心」と言い、つまり、相手

の方がどんな気持ちで言っているのか、そういう慮る気持ちが大事

なことだと思う。もちろん自分の心も大事にしなければならないけ

れども、相手の気持ちを察する、そういう気持ちも大事だと思う。

そして素直さと謙虚さ。 

挨拶は、一期一会です。挨拶ができる幸せというのは、例えば、

朝起きて家庭で「おはよう」と挨拶をしている。これは相手がいる

から挨拶ができる。今日も挨拶ができたという幸せ。普段何気なく

言っている言葉にも深い意味がある。高浜虚子がこう言っている。

「お暑うございます。お寒うございますなど、そういう日常の存門

が、即ち俳句である。」と。 

報告書の右側には市役所で見つけた思いやりの心を載せた。オス

トメイト対応のトイレやヘルプマークです。このヘルプマークは簡

単につけられ、電車の中でつけている方がおられたら、席を譲ると

か、困っていないかちょっと声をかけるなど非常にいいものだと思

う。 

２番目「人が輝く諫早市」ということで、１０月にいろんなこと

があった。 

１０月４日、市制施行２０周年記念式典が諫早文化会館で盛大に

行われた。西陵高校のマーチングバンドの演奏から始まり、会場に

は千人ぐらいの参加があった。各中学校から２名の代表生徒を出し

てもらい式典を見てもらった。 

市長から「諫早は非常に追い上げムードで追い風の中で「オール

諫早」で皆さんの夢がかなうように頑張っていこう」と挨拶があっ

た。この２０周年の間に市勢に尽くしていただいた方に対する表彰

式もあった。 

また、柴田美保子さん、内村航平さん、レイコ・クルック・西岡

さん、草場光輝さんが参加して、「人生をゆたかに～夢を育む若者

たちへ～」と題して、市長も含めてトークセッションがあった。内

村さんの自分が苦労した話などがあり非常に良かったと思う。 

明峰中学校では、１０月１０日に研究成果を発表された。これは

長崎県の教育委員会の指定を受けて、グローバル人材の育成を目指

し、英語の授業をするだけではなく、英語という一つの基盤があっ

て、それを全教科に渡ってどう発信していくか、それを人格形成に

どのようにしていくかというようなことで、発表がなされた。非常

に意欲的な、またＡＬＴや外部のいろんな人材を使ったそういう発
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表で感動した。 

全県下から１５０人と今までにない参加者があり、そのくらい良

い発表だった。各市町の教育委員会の指導主事等も来られ、また学

校の先生も英語の先生を中心に勉強になったと思う。長崎大学教授

や県教委の指導主事からも明日の授業の有り様を示唆するものとし

て、高い評価の講評があった。 

１０月１１日に小学生１６名、中学生１２名参加してイングリッ

シュ・スピーチコンテストがあった。小学生は日頃の学習を通して

学んだこと、中学生は「私のふるさと」と題して、日頃の思いや伝

えたいことを英語で表現した。  

今までにない参加数で、今年は非常にレベルが高かったと思って

いる。諫早の英語教育は、順調にいっていると思った。 

私は、審査員が一番大事だと思っていたので、ＡＬＴの代表者、

鎮西学院大学の教授、時津町の指導主事を選んだ。この時津町の指

導主事は英語の先生で、小学校の教員も経験があるということで選

ばせてもらった。非常に好評で、諫早っ子の頑張りを褒めてもらっ

た。最優秀賞は、１２月の県大会に出場する。 

１０月のいろんなイベントについては、１日に市中体連駅伝大会

があり、女子の１位は明峰中、２位は諫早中、男子の１位は諫早中、

２位は喜々津中で、いずれも１１月にある県大会の出場権を得た。 

５日に喜々津船津ペーロン大会があった。３５０年の伝統を誇る

ペーロン大会で、喜々津中学校からも出場し、ＰＴＡ、保護者の方

も出場された。 

戦没者追悼式が諫早文化会館で９日にあり、琴海中学校の生徒３

名が平和宣言をした。参加した人がぐっとくるような素晴らしい平

和宣言で、平和であることの大切さ、仲間を思う気持ち、今世界の

いろんなところで戦火の中にあるそういう人たちに対し、戦争とい

うのは、誰も幸せにならないんだといったような平和宣言であり、

非常によかった。 

１６日に福岡県の飯塚市で九州都市教育長協議会があり、３部会

のうち１部会が長崎県担当となっており、諫早市と壱岐市が発表し

た。諫早市の教育委員会がやっていることと私のいろんな思いを述

べさせていただいた。非常に自分自身も勉強になった発表会であっ

たと思う。 

２２日は、市の中学校音楽会が諫早文化会館で開催される。 

２３日は、ミュージックマラソンを盛り上げていくため、マラソ

ン解説者の瀬古さんを迎えてトークショーがグランドパレスで行わ

れる。 
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２４日は、高来中学校で、生徒が「わかる・できる」と感じる授

業改善ということで研究発表がある。  

２８日は、トランスコスモススタジアムにおいて、諫早市立の小

学６年生全員が集まって、走る、跳ぶなどの競技を行う小体連があ

る。自分たちの学校の代表が走り、その仲間を応援する。そこに一

体感が生まれ、母校愛を享受できる。非常に楽しみにしている。  

 

 

《教育長の報告に対する質問・意見》  

［委員］ 

  １点目は、「豊かな人間教育」について、私も教育長と同じ意見

です。 

ただ言葉がけに関してはコロナ禍を経て、言葉を発さない期間が

一定期間あったので、子どもたち同士も挨拶が身近になっていない

ところがどうしてもあるような気がする。また機械化が進んで買い

物にしても、無言で通ってしまうので、そういう言葉を発しなくて

も全てが解決してしまうのも今の子どもたちの環境だと思うので、

やはり大人同士がきちんと声を掛け合って子どもにも声を掛け合っ

て、そういう社会的な土壌を作っていくことが、大事なのかなと思

った。 

あと２点目は、研究発表で、英語科と社会科と総合科があって、

どれも私の小さい頃とは全く違い、特に総合科のプレゼンは素晴ら

しいものがあった。  

ただ一点気になったのが、社会科で最初に子どもたちが自分で調

べて、それを班で意見を開き合うときに、言葉で開き合うというよ

りも、タブレットの画面を見せ合っていることが多かった。せっか

くタブレット教育や素晴らしい教育がなされているので、そういう

気になることが出てきたときにはそれを改善しながら、ブラッシュ

アップをしていくと、子どもたちにとってとてもいい教育ができる

のかなと思った。 

［学校教育課長］ 

  最近タブレットを頻繁に使ってはくれるけれども、子どもたちが

意見を言うときに、画面しか見ていないため、目と目が合わないと

いう授業もよくある。 

英語発表時の子たちは、最後に突然ペアを組んだ外国語の先生に

アピールしていたが、その人たちの表情を見た時にちゃんと顔を見

て画面を見せながら、笑顔で話しているというシーンをどの子ども

もそうしていた。長い積み重ねの中で、人と人との関わりを大事に
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してきたからこそ出てきた瞬間だったと思うので、あれを市内全域

に広げていきたいと考えているところです。  

［教育長］ 

世の中全体が今、人間関係が希薄になっているのか、深い付き合

いが、だんだん減ってきている。根底はそこにあるのではないか。

そこに挨拶も顔と顔を見せ合って行う、そういうのは大事なことか

なと思う。 

［委員］ 

  小さい子どもたちには「感謝」とは言わず、「ありがとうをしっ

かり言おう」と話します。今は「ごめんなさい」と言えない子ども

が多い。「ごめんなさい」というのは人格形成上欠かせないところ

がある。教育長が言われていた「相手に対する気遣い」に含まれる

のかなと思う。 

［委員］ 

  ＡＬＴは諫早に何人ぐらいいるのか。 

［学校教育課長］ 

１０人です。 

［委員］ 

ＡＬＴに対して諫早の歴史などの研修はないのか。  

［学校教育課長］ 

夏休みの期間を利用して一番最初に研修している。  

［委員］ 

  発達障害の子どもの指導のときは、挨拶がちゃんとできる。靴を

ちゃんと揃えられる。家でのお手伝いをする。基本的なところをき

ちんとやっておかないと社会に出ていったときに就労できない。勉

強ができて大学には行けるんだけど、就労したときに、うまくいか

ない。だけど勉強ができなくても、挨拶がちゃんとできて、「あり

がとうございます」、「ごめんなさい」が言えて家でのお手伝いがち

ゃんとできている子は、ちゃんと社会の中で生きていけるというこ

とで、そこをきっちりしようというのがある。 

 

 

《教育総務課長の報告》 

  令和７年度諫早市教育委員会表彰式について  

《教育総務課長の報告に対する質問・意見》  

 質問・意見なし 
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《学校教育課長の報告》  

  令和７年度九州及び全国中学校体育大会結果報告について  

《学校教育課長の報告に対する質問・意見》  

 質問・意見なし 

 

《学校改革推進室長の報告》  

  諫早市立学校適正規模・適正配置検討準備会議設置について  

《学校改革推進室長の報告に対する質問・意見》  

［委員］ 

第３条（２）のＰＴＡを代表する者とは、諫早市ＰＴＡ連合会長

ということですか。 

［学校改革推進室長］  

諫早市ＰＴＡ連合会の事務局の方に２名の推薦をお願いしている。 

 

 

議 事 

 

≪非公開議事≫ 

議案第１２号 令和７年度諫早市教育委員会表彰受賞者の決定に  

ついて 

教育総務課長 説明 

削除 

原案どおり可決 

 

 

その他 

 

 教育総務課長 

１ 総合教育会議について  

２ １１月の定例教育委員会の日程について  

  ３ １２月の定例教育委員会の日程について  

 

 

 

１７時０５分閉会 


